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1.調 査 に至 る経緯

本古墳群は松江市街地北東方向,国立島根大学裏の低丘陵上に立地する古墳である。本古墳群

を含む周辺丘陵一帯の古墳の分布が知られたのは,昭和42年において島根大学考古学研究会が踏

査した結果に富ゼ。

平成 3年度,本古墳群の存在する丘陵を含む区域において株式会社不動企業が住宅団地の造成

を計画した際に埋蔵文化財分布調査依頼書が提出された。分布調査の結果,計画区域内に上浜弓

1号墳,浜弓1号墳が存在することが明らかとなり,協議の結果,浜弓1号墳については開発区

域から外すこととなったが,上浜弓1号墳については現状保存が困難であったため,平成4年度

において発掘調査を実施することとなった。また,A地点において古墳状のマウンド1ケ所と,

B地点において古墓状のマウンド2ケ所を発見し,併せて試掘調査を実施することとなった。

2.周辺の歴史的環境

上浜弓1号墳は松江市西川津町に所在する。

本古墳群の存在する丘陵は,松江市街地北東方向,朝酌川西側に南ゴとに伸びる低丘陵である。

本丘陵を含む朝酌川流域では,古くは縄文時代からの遺跡が多く知られ,特に古墳時代中期の古

墳の密集地帯として注目されている。

縄文時代の遺跡としては,西川津遺跡 (33・ 34),原の前遺跡 (37), タテチョウ遺跡 (38)が

知られている。これらの遺跡には,度重なる朝酌川の氾濫により上流から押し流された縄文～中

世にかけての遺物が堆積しており,朝酌川流域で人々の豊かな生活の営みがあったことを物語っ

ているが, この中で縄文時代の遺物としては,前期～晩期にかけての土器や石器が発見されてお

り, この頃から人々のくらしがあったことが窺える。それに伴う遺構が発見されていないことが

惜しまれるが,昭和38年の宅地造成工事に伴って発掘調査された金崎古墳群第■号墳 (19)の墳

丘下から晩期の深鉢形土器が発見されており, このような日当りのよい低丘陵上に生活を営んで

いたであろうと推定されている。

弥生時代に入っても住居跡,墳墓等の遺跡は明かでないが,先の西川津遺跡,原の前遺跡, タ

テチョウ遺跡をはじめ,朝酌川流域平野部および丘陵上の遺跡から土器類が発見されており,縄

文時代から引き続き人々の生活の営みが想像される。
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古墳時代に入ると,朝酌川流域の低丘陵上には大小の古墳が多数築造され,特に中期の古墳の

多いことが注目される。大規模なものでは,大源古墳 (30)(径37m,高 さ5,3m),宮垣 2号墳

(29)(径30m,高さ5m)か ら,小規模なものでは一辺10m前後の方墳などがある。これらの中

で須恵器出現以前のものと考えられるものは,菅田丘古墳 (20),山崎古墳 (39)な どがあり,

須恵器出現以後山本編年I期のものとしては,薬師山古墳 (21),金崎 1号墳 (9),同Ⅲ期のも

のとしては金崎11号墳 (19)などがある。これらの古墳からは豊富な玉類,鉄製品が発見されて

おり,本地域での豊かな生活と,農業生産力の向上による安定した経済基盤を背景とした有力者

の存在が窺われるほか, これらの古墳から発見された須恵器は,出雲地方の須恵器を編年する上

での貴重な指標となるものである。また,同時期の集落跡としては,堤廻遺跡 (60)が知られて

いる。昭和58年の発掘調査の結果,標高20～30mの二陵上に古墳時代中期の住居跡14棟,掘立柱

建物跡 2棟の他,多数の須恵器,土師器が検出され,当時の生活の一端が窺われる。

このように古墳時代の中期までは現在の西川津町を中心とした地域で古墳が集中的に築造され

ているものの,古墳時代の後期に入るとその中心は北東方向 (朝酌川上流域)に移り,東持田町

～本庄町にかけて横穴式石室を持つ古墳が多く見られる。それらの中で最も規模の大きいものと

しては, 2基の横穴式石室を持つ坂本町の薄井原古墳 (前方後方墳,全長50m)があり,同地域

の首長墓的存在である。また東持田町の太田地区に見られるような山陰地方特有の石棺式石室を

もつ古墳群など,文化の多様化をあらわしている。

(註 1)宍道正年:島根大学敷地裏丘陵の古墳群について (「菅田考古第11号」昭和44年 3月 ,島根大学考

古学研究室)
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上浜 弓 1号 墳 周 辺 遺 跡 分 布 図 一 覧 表
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上浜弓1号墳

上浜弓9号墳

宮日1号渡Cn16号 墳)

宮田2号墳(菅□17号墳)

浜弓1号墳ぐ硼18号墳)

菅日19号 墳

菅口20号墳

小丸山古墳

金崎 1号墳

金埼 2号墳

金崎3号墳

金崎4号墳

金崎5号墳

金崎6号墳

金崎 7号墳

金崎8号墳

金崎9号墳

金崎10号墳

金崎11号墳

菅田丘古墳

薬師山古墳

福山1号墳

福山2号墳

福山3号墳

深町 1号墳

深町 2号墳

深町横穴

宮壇古墳群

大源古墳

島大構内遺跡

西川津員塚遺跡

西川津弥生遺跡

馬込山古墳群

原の前遺跡

タテチョク遺跡

山崎古墳

柴古墳群

橋本遺跡

貝崎遺跡

中尾古墳

員崎古墳群

川津第11号 猿

川津第12号 墳

堂頭山城跡

川津城跡

柴追跡

堤廻追跡

貝塚古猿

松江市菅田町

松江市西川津町

松江市首田町

松江市西川津町

松江市西持田町

松江市西川津町

松江市菅田町

松江ギ西川津町

松江市上東川津町

松江市西川津町

松江市上東川津町

松江市西川津町

項

墳

古

古

頃

墳

古墳群

古 墳
寺院跡

古 猿

散布地

城 跡

城 跡

散布地

集落跡

古 墳
城 跡
古 墳

古 墳

古 墳

横 穴

古 墳
古墳群

古 墳

散布地

散布地

古墳群

散布地

古 墳
古墳群

散布地

古 墳

方墳16X19X2m、 木植直葬、直刀Xl、 鉄剣Xl、 土師器高杯片

方墳一辺7m、 高さ1個、須恵器はそう片

方墳―辺14m、 高さ25m、 未調査

方墳―辺6口、高さlD、 未調査

方墳一辺8m、 高さ25コ 、未調査

方墳一辺9回、未調査

方墳一辺7m、 高さ15m、 未調査

方墳一辺25m、 高さ3m、 未調査、円筒埴輪

前方後円壌中軸長32皿、竪穴式石室、須恵器、鏡、鉄器、玉類

方猿―辺10口 、高さlm、 未調査

方墳一辺20回、高さ2m、 未調査

方墳265X17X3m、未調査

前方後方墳中軸長22m、 未調査、円筒埴輪片、須意器有蓋高杯片

方墳―辺20コ、高さ2口、礫床を有する木泊、出土品なし

方墳12X75X2前、内部主体不明、出土品なし

方墳94X7X15服、土娯

方墳14XllX1 5m、 内部主体不明、須恵器蓋郭、はそう、鉄鏃

方墳一辺11-12皿 、高さ2コ、内部主体不明、出上品なし

方墳一辺9囮、高さ2コ、■壌

前方後方墳中軸長30口、礫かく、玉類

墳形不明、籍式石植?、 鏡、刀身、鉄鏃、有孔円板、土師器、須恵器

方墳一辺17m、 高さ25コ 、未調査

方墳一辺15皿、高さ25m、 未調査

方墳一辺15皿、高さ2加、未調査

円墳直径20皿、高さ2m、 古式土師器片、円筒埴輪片

円墳状

須意器不蓋、広口壷、大霊片

円墳

方墳5基、円墳1基、須恵器

円墳直径30に、高さ6コ

須恵器片

弥生土器片

土師器片、弥生土器片、石斧、石鏃

弥生土器、石斧、石鏃

方墳4基

方墳3基、円墳1基、古墓1基

縄文～平安、古墳2基

縄文～弥生、土師器、須恵器

方墳

方墳1基、日墳1基

土師器片

弥生土器、石斧

方墳15X10m

方墳10X10m

方墳15X1511

方墳10X8囮

方墳15X15砲

方墳21X21m

方墳21X21ロ

方墳6基

方墳15X15m

方墳10X10m

方墳10X8囮

住居跡17、 堀立柱建物2、土師器・須恵器片

方墳

戦国時代

方墳20x20m
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第 3図  周辺遺琳分布図
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3.調 査 の 概 要

(1)1号墳の調査

1号墳は,東方にのびる低丘陵の突端上に立地する東西15m,南北17m(調査前)を測る方墳

である。東西南北にあわせて土層観察用の畦を設定して地山面まで掘り下げた。

ア.墳丘について

調査の結果,東西16m,南北19m,墳据からの比高2mを測る略長方形の古墳であることがわ

か っ た 。

墳丘の築造方法は,旧地山面の周囲を削り,16m× 19mの長方形の墳丘基盤を形成し,旧地表

上に盛上を施して整形 し,墳頂部に8mX8mの 平坦面をつくる。最大盛上高は90911を測る。盛
土は地山整形時の排土を利用 したものと考えられ,上色,土質ともに似ているが,第 8層につい

ては旧表土に似た黒灰色の上を盛土として利用している。なお,周濠は検出されなかった。

昔墳盛土中において遺物は全く検出されなかった。旧表土上面において弥生時代中期の甕片

(No 5)んミ1片検出されたが,古墳築造以前のものである。

イ.主体部について

墳丘中心部分の盛土第 3層を除去した段階で,主軸を東西におく長さ230cln,幅20cllの 浅い堀

り込みが検出され,東端部分では古墳時代中期の土師器の高芥片が2個体分 (No 3,4)検 出さ

れた (上部検出面)。

さらに第 3層下部において,上部検出面と主軸を同じくする長さ235cal,幅32～40clllを 測る深

さ8 clnの墓羨が検出され,墓羨南辺で直刀1(No 2),北 辺で鉄剣 1(No l)が検出された。い

ずれも切先を西方に向けており,頭位が東方にあったことが窺われる (下部検出面)。

これらの堀り込みは同じ層中に存在し,同 じ主軸方位を取ることから,本来同一の墓羨であり,

棺内に直刀と鉄剣を副葬し,棺上に上師器高外を供献した木棺直葬の主体部であったものと推定

される。
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ウ.出土遺物について

No lは 1号墳主体部下部検出面から出土した両刃の鉄剣である。全長40.6911,刀身長29.Oc14,

茎長ユ.6cal,最大刃幅2.6cll,最大刃厚0.6clllを 測る。切先及び刀身側面部に一部木片が残ってお

り,副葬時には木の輪に収められていたものと考えられる。日釘穴は茎尻から5,8cHlの位置に 1

箇所見られ,径 3剛を測る。

No 2は 1号墳主体部下部検出面から出土した鉄製の直刀である。全長80.2cll,刀身長62,Ocll,

茎長18.2銅,最大刃幅3.9cln,最大刃厚0,8clllを 測る。X線写真撮影の結果,関部の形態としては

両関の可能性が考えられ, 日釘穴は茎尻から5 clnと ■ .3clllの 位置に2箇所見られ,径約 8 mlFを 測

る。

No 3は 1号墳主体部上部検出面で出上した土師器の高不不底部片である。風化が著しく,調整

等は不明である。

No4は 1号墳主体部上部検出面で出土した上師器の高芥であり,脚部径で「 ハ」字に屈曲して

開く。風化が著しいが,ネ底部外面に一部ハケロが残っている。

陥 5は 1号墳の盛土を除去した際に旧表土上面で検出された弥生時代中期の養片である。口縁

部は「 く」字状に折れ,端部が肥厚して上下に拡張するもので,外面に凹線文が巡らされる。風

化が著しいが,肩部外面に一部ハケロが残る。
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古墓状遺構

o                             20m

第 5図 調査後平面図 (S=1/300)
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Q)9号 墳の調査 (A地点)

1号墳と同じ丘陵上の西方に位置 し,試掘調査の結果,一辺7.Omを測る方墳であるこが判明

し,発掘調査に至った。東西南北に合わせて土層観察用の畦を設定 して地山面まで掘 り下げた。

ア.墳丘について

調査の結果,一辺7,Om,墳裾からの比高1.Omを測る方墳であることがわかった。

墳丘の築造方法は,旧地表面の周囲を削り,7.Om× 7.Omの方形の墳丘基盤を形成し,旧地表

上に盛土を施して整形する。最大盛上高は40calを測る。盛土は地山整形時の排土を利用したもの

と考えられ,土色,上質ともに地山に似ている。なお,周濠は検出されなかった。

墳丘中の出土遺物としては,墳丘東斜面第11層中において須恵器の磁片 (No 6)1片を検出し

たのみである。

イ.主体部について

墳丘中心部分において東西250all,南北170cllを 測る不整形の墓羨を検出した。主体部施設は不

明であり,出土遺物も全 く検出されなかった。

ウ.出土遺物について

No 6は 9号墳墳丘東側掘削時に出上した須恵器嗽の胴部である。外面にクシ状工具による波状

文が巡らされている。
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第 10図 上浜弓 9号墳墳丘断面図
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③  T-1～ T-4

ア.T-1に ついて

1号墳の周濠の有無を確認するために, 1号墳東裾から東方へ向かって長さ5m,幅 2mの規

模で設定した トレンチである。地山面まで掘 り下げた結果, トレンチ東端部で地山が急激に落ち

込む状況が確認されたが,自 然地形によるものであると考えられる。出土遺物としては,第 1層

中からかわらけの細片が数片出土したのみである。

イ.T-2に ついて

1号墳と古墓状遺構の間の平坦部分において,遺構の有無を確認するために長さ12m,幅 2m

の規模で設定 した トレンチである。地山面まで掘り下げた結果,地山面において遺構は全く検出

されなかった。また,遺物も検出されなかった。

ウ.T-3に ついて

1号墳と古墓状遺構の間の平坦部分において,遺構の有無を確認するためにT-2に平行して

長さ8m,幅 2mの規模で設定した トレンチである。地山面まで掘り下げた結果,地山面におい

て遺構は全く検出されなかった。また,遺物も検出されなかった。

工.T-4に ついて

1号墳と9号墳の間の尾根筋上に東西に長さ30m,幅 2mの規模で設定したトレンチである。

地山面まで掘 り下げた結果,SK-01,02が検出された。

●SK-01

T-4で検出された近世の上羨墓である。プランはほぼ円形で,直径140txll,深さ12clllを測る。

地山面に直接掘り込まれており,後世の削平により上部が失われているが,壊底においてかわら

け皿 2個体 (No 8,9)お よび破片多数,人骨と思われる骨片多数が検出された。

No 8は 回径■.Oclll,器 高2.2clnを 測る。風化が著しく,調整は不明であるが,底部が平坦であ

るため,ろ くろ成形により仕上げ,回転糸切りによって切り離したものと考えられる。

No 9は 口径12.8cln,器高2.5clnを測る。底部はやや上げ底気味で,外面に指頭圧痕が多数残り,

内型成形によるものであると考えられる。これらはいずれも近世のかわらけ皿であるものと考え

られる。

●SK-02

SK-01の 北側において検出された近世の土羨墓である。南北140cln,東西65cln,深 さ12clnを測
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る。SK-01と 同じく地山面に掘り込まれており,後世の削平により上部が失われている。墓羨

中において人骨と思われる骨片多数が発見された。

“

)古 墓状遺構

1号墳から尾根筋を北東方向に下った位置に存在する。土層観察用の畦を設定して地山面まで

掘り下げた。

●古墓状遺構 1

5.5m× 5.5mを測る方形のマウンドで,最大約50clllの盛上を施す。内部主体は不明で,地山面

においてかわらけの皿片 (No 7)を検出したのみである。配 7は風化が著しく,調整が不明であ

るが,底部が平坦であるため,ろ くろ成形により仕上げ,回転糸切りによって切り離したものと

考えられる。

●古墓状遺構2

6.Om X5.5mを測る方形のマウンドで,古墓状遺構 1の南側に位置する。最大約30clllの盛土を

施す。内部主体は不明で,出土遺物は全く検出されなかった。また,西側裾部においてSK-03

が検出されたが,出土遺物はなかった。
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第 14図  古墓状遺構平面図
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第 15図  上浜 弓 1号墳出上遺物
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9号墳墳丘盛土申出―土

甘___二:
古墓状遺構■出土

SK-01出土

第 16図  1号墳、9号壌、出土遺物
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上浜弓 1号墳関連の近世の上壌墓からの出土火葬骨について

鳥取大学医学部法医学教室 井 上 晃 孝

I. は じめ に

松江市西川津町字菅田地内の上浜弓1号墳関連遺跡の中に,近世の土壊墓2基 CSK-01,SK-02)

が検出された。その上羨墓から火葬した人骨片が出土した。

I.火 葬 骨

出土火葬骨は,全般的に小骨化しているが,骨の形態学的特徴から,明 らかに人骨である。

SK-01の火葬骨は,遺残骨量も多く,大半が完全焼骨に近い状態にあったが,一部の骨は黒

色,灰化した不完全焼骨も含まれていた。

SK-02の火葬骨は,遺残骨量も少なく,完全焼骨のみである。

Ⅲ.SK-01の火葬骨

遺残火葬骨重量は450gで ぁる。これらの火葬骨は,骨片化しており,四肢骨が大半を占め,

その他部位不明の骨片多数から成る。

1)残 存 骨

上肢骨 :左右不明の上腕骨,撓骨片,尺骨片

下肢骨 :左右不明の大腿骨片,胚骨片,蒻,骨片

手足骨 :手足の指節骨

部位不朔骨 :骨片多数

2)性 別 推 定

本火葬骨は,すべてが骨片化しており,性的特徴を示す部位がないが,四肢骨の大きさ,

厚径からして男性 (?)と 推定される。

3)年 齢 推 定

遺残する火葬骨中には,年齢を特定できる部位はないので,年齢推定は不詳である。しか

し,本火葬骨をみると,骨の大きさからして成人域に達していることは確実であるが,それ

以上の区別は不詳である。
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4)身 長 推 定

本屍骨は,火葬骨で骨片化しているので,身長は不詳である。

5)血 液 型

火葬骨の場合,血液型抗原物質は高温の為消失しているので,血液型は不詳である。

Ⅳ.SK-02の火葬骨

遺残火葬骨重量は60gでぁる。これらの火葬骨は,骨片化しており,残量も少なく,ほとんど

その部位を特定できない。

1)残 存 骨

四肢骨片 :若千

部位不明骨片 :少数

2)性 別推 定

本火葬骨は,すべてが小骨片化していて,性的特徴を示す部位がないので,不詳である。

3)年 齢 推 定

遺残する火葬骨の中には,年齢を推定できる部位がないので,年齢は不詳である。

4)身 長 推 定

本屍骨は,火葬骨で小骨片化しているので,身長は不詳である。

5)血 液 型

SK-01と 同様に火葬骨なので,血液型抗原物質が消失しているので,血液型は不詳であ

る。

V.考  察

1.火 葬 骨

完全焼骨は,700～ 800℃ の高温のため,焼骨は全般的に灰白色ないし白色を呈し,骨は著しく

収縮し,骨の表面は長軸方向に裂開,横方向に亀裂を生じ,その裂け目に沿って崩壊,骨片化し
儀 1)

ていく。

しかるに,本火葬骨では長軸方向の裂開も少なく,横方向の亀裂も少なく,骨の捩れなどもそ

れはど変化が著明ではない。

SK-01の被葬者は,恐らく火葬 (泰毘)に伏せられた時の薪の量が充分でなく,火葬には充

足していたが,一部に不完全焼骨 (灰化,黒色骨)が含まれていたので,それはど高温に至らな

かった為,典型的な完全焼骨にならなかったと推察される。
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2.火葬時の遺体の状態

軟部組織に含まれている長管骨が焼けた場合,外面の深いひび割れ,横方向の輪状の亀裂,長

軸方向の裂開,さ らに著しい捩れなどの変化が特徴的であるという。

しかるに,白骨を焼いた時の変化は,長軸方向の裂開,表面の浅いひび割れだけにとどまり,
(註 1)

形乃`歪むことはなとヽとヽヽう。

本遺跡のSK-01,SK-02の火葬骨は,いずれも外面のひび割れ,横方向の亀裂,長軸方向の

裂開,骨の捩れなどが中等度に認められることから,被葬者は死後まもまく火葬 (泰毘)に伏さ

れたものと推察される。

3.被葬者の性別,年齢,身長と血液型

1)性 別推 定

本火葬骨 (SK-01,SK-02)は,性的特徴を示す部位がほとんど皆無なので,性別は不

詳である。

がしかし,あえて言えば,SK-01の 四肢骨片は,火葬骨としてもかなり大きく,が っし

りしていることから,男性 (?)と 推定する。SK-02は遺残骨が少なく,性別を推定する

には至らない。

2)年 齢推 定

焼骨の場合,通常年齢推定はかなり困難である。本火葬骨では,年齢推定できる部位はほ

とんどない。

しかし,SK-01の 火葬骨は,四肢骨のみが遺残しており,骨の大きさ,厚径からして成

人域であることは一応確認できるが,それ以上の区分は不詳である。

SK-02は若干の四肢骨片が残存するが,その骨からは年齢推定には至らない。

3)身長,血液型

火葬骨の場合,完全な四肢骨長が得られないので,SK-01,SK-02と もに身長は不詳で

ある。

血液型判定は,通常骨,歯牙からなされるが,火葬骨の場合は高温のため,血液型抗原物

質が消失してしまうので,現行の検査法では不詳である。

4)火葬骨の異常

火葬の場合,一般的に完全焼骨では,骨は長軸方向に裂開,横方向に亀裂を生じ,その裂

け目に沿って崩壊,骨片化する傾向があるが,頭骨片と四肢骨等が均―に遺残するのが通例

である。

しかるに,SK-01の 火葬骨の場合,骨残量は450gと かなり多く遺存するが,そのほとん
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どの骨が四肢骨に限られ,遺残性の悪いとされている筈の手足の末補の指節骨が残づている

のに,頭骨片が1片も遺残していないのは,極めて異常である。

理由として,①火葬後人為的に頭骨を移動した (拾骨 ?),② 火葬前に,すでに頭部がな

かった (打ち首?),いずれにしても詳細は不詳である。

4.拾  骨
(註 2)

山口県下関市吉母浜遺跡での中世の火葬墓の普及は,真宗信仰と密接な関係があり,真宗門徒

は火葬のあと,第 2頸椎骨 (ノ ドボ トケ)を拾骨し,小さい骨重におさめて持ち帰るという。

火葬墓のすべてにわたって,第 2顕椎骨が見出されていないので,中世にすでに,第 2頸椎骨

の拾骨が行われていたと推定できるという。

山陰における中世の火葬墓として,自験の松江市の二反田古墓と鳥取市布勢鶴指奥の墳墓群は,

ともに骨の遺残性が悪く,わずかに頭骨片と四肢骨片が残存する程度であり,脊椎骨の遺残を認

めていないので,拾骨があったかどうか確認に至っていない。

今後,中世と近世の火葬墓と拾骨との関係についても検討したい。

Ⅵ.ま と め

上浜弓の近世の上羨墓であるSK-01と SK-02か ら火葬骨が出上した。

SK-01の 火葬骨の被葬者は,性別は男性 (?),年齢は成人域,身長と血液型は不詳である。

SK-02の火葬骨の被葬者は,残存骨量が極めて少なく,性別,年齢,身長,血液型ともに不

詳である。

これらSK-01と SK-02の被葬者は,骨の遺残状態からして,死後間もなく火葬 (泰昆)に伏

されたものと推察される。
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2.SK-01火 葬骨 (上肢骨)a.上 腕骨片 b.携骨片
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5。 SK-02火葬骨 (四肢骨片)
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4.小

調査の結果,古墳 2基と近世の上羨墓2基,時期不明の古墓状遺構 2基を検出した。

1号墳については,主体部中の上師器高界の時期から古墳時代中期の古墳であることがわかっ

た。内部主体施設が墳丘の大きさに比べて貧弱であることは,市内上乃木町の長砂古墳群におい

ても類例が見られ,同時期の特徴であるとも言えるが,副葬品として直刀,鉄剣を持つなど主体

部の有様がそのまま被葬者の地位をあらわすものではないことが考えられる。

9号墳については,主体部中に遺物が存在しなかったため,築造時期や被葬者の性格等不明で

あるが,墳丘規模が1号墳より小さく,墳丘斜面において須恵器の聴を検出したことから, 1号

墳より後出で,やや地位が劣ることが推定される。

また,近世の土羨墓を検出したことから,近世においても当地が墓域として認識され,利用さ

れていたことが窺われる。

結
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